
SSS023-10 会場:国際会議室 時間:5月 23日 11:00-11:15

愛知県三河地域における 3次元地下構造モデルの構築と地震動シミュレーション
3-D underground structure model and simulation of seismic motions in the Mikawa area,
Aichi prefecture
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1．はじめに
愛知県三河地域は我が国でも有数の産業が集積しており，近い将来，東海・東南海地震が発生した場合，多大な死者

と経済損失の発生が危惧される．構造物の被害や人的被害の軽減等，今後の地震対策強化ためにも構造物の耐震安全性
の検討・被害予測などに強震動予測は必要不可欠である．しかしながら，この地域における強震動予測を行う際に必要
な 3次元地下構造モデルは未だ十分とは言えない．本研究は三河地域において地震観測（Ai-net）を実施し，得られた観
測記録からレシーバー関数法を用いて観測地点直下の地下構造の推定を行い，多地点同時インバージョンによって三河
地域における 3次元地下構造モデルの構築を行った．さらに，構築したモデルを用いて 3次元有限要素法による地震動
シミュレーションを行った．

2．レシーバー関数法と焼きなまし法による地下構造の推定
本研究では三河地域に 30地点からなる地震観測網（Ai-net）を構築しており，各観測点の地震記録からレシーバー関

数 1）を算出した．レシーバー関数の算出には 7地震を使用し，解析区間は P波初動より約 5秒間とした．なお，観測波
形には 1Hz～10Hzのバンドパスフィルターを施している．各観測点直下の地下構造の同定には観測記録から算出したレ
シーバー関数を用いて焼きなまし法 2）を用いた．同定に用いるレシーバー関数の理論値はHASKELL法 3）によるイン
パルス応答によって算出した．焼きなまし法による地下構造の同定では，探索パラメータを Vp（P波速度），Vs（S波
速度）および H（層厚）とし，探索範囲は Vpおよび Vsでは初期値± 50％，Hでは初期値± 90％とした．なお，Q値
はそれぞれQp0＝ Vp／ 15および Qs0＝ Vs／ 15とし，Q=Q0∗f（周波数依存）とした．さらに，すべての観測点を用
いた多点同時インバージョンにより三河地域における地下構造を 5層の堆積層と地震基盤からなる速度構造モデルが得
られた．

3．三河地域における 3次元地下構造モデルの構築
三河地域においては，反射法による地下構造探査が実施されている 4）．本研究では，得られた速度構造モデルを基本

として，50km× 50km× 10km程度の領域を 3次元地下構造モデルとして新たに構築した．モデル化に際しては，地震
観測点が存在する部分については，得られた速度構造モデルをそのまま用い，地震観測点のない部分については既往の
探査結果にて補完することによりモデル化を行った．

4．3次元有限要素法による地震動シミュレーション
得られた 3次元地下構造を用いて 3次元有限要素法により 2005年 12月 24日の愛知県西部の地震（Mj=4.8）のシミュ

レーションを実施した．3次元有限要素法による強震動シミュレーションでは，局所的な対象領域のみをモデル化し，遠
方の震源による地震力と等価な地震力を入射境界面から入力する手法 5）6）を用いる．解析には三河平野外縁の岩盤露
頭観測点における観測記録の 3成分を入射地震動としてモデル下部境界および震源側の側方境界において平面波として
入射させた．対象とする周期帯域は 0.5秒以上とし，入射角は震源からモデル底部に対しての入射角とした．モデルの外
側領域においては吸収領域を設けた．解析の結果，各観測点における観測記録との整合性は概ね調和的であった．
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